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　　　　　ほら、このツルの先にいっばいあるよ

　清津峡小学校では5月15日、児童会活動の一環として木の芽取り遠足を行いました。

学校から林道を歩くこと1時間。“木の芽の宝庫”に着いた児童たちはグループごとに

山に入り、8．4kgを取りました。この木の芽は近くの旅館に買い取られ、代金は児童会

の活動費に充てられます。

今
年
こ
そ
は
新
築
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
考
え
の
あ
な
た
に

　
　
　
　
マ
イ
ホ
D
ム
新
築
資
金
融
資

●
融
資
申
込
　
平
成
四
年
四
月
二
十
二
日
㈱
か
ら

　
受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
働
ま
で

●
選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）

●
融
資
金
額
　
百
万
円
か
ら
千
一
二
百
三
十
万
円
（
増
加
、
加
算
融
資

　
　
　
　
　
　
も
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
※
建
物
の
住
宅
部
分
床
面
積
、
構
造
に
よ
り
異
な
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

●
融
資
金
利
　
通
常
融
資
額
　
当
初
十
年
間
　
四
・
九
％
、
五
・
二

（
固
定
金
利
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
％
、
五
・
六
％

　
　
　
　
　
　
十
一
年
目
以
降
　
五
・
六
％

　
　
　
　
　
　
特
別
加
算
額
　
全
期
間
　
五
・
七
％

　
　
　
　
　
　
※
建
物
の
住
宅
部
分
床
面
積
、
所
得
金
額
に
よ
り
異

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
。

●
返
済
期
問
　
二
十
五
年
以
内
、
三
十
年
以
内
、
三
十
五
年
以
内

●
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払
い
、
ま
た
は
元
金
均
等
毎
月
払
い

　
　
　
　
　
　
※
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
可

●
申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
（
〇

二
七
二
ー
三
二
－
六
六
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
）
　
　
　
8
）

ま
た
は
住
宅
金
融
業
務
取
扱
金

融
機
関
に
ご
相
談
下
さ
い
。

㊧鯛医院禅協

㊧中条病院鷺謂



　　　　　　　　　　　役場…………一一・…盈63－3111㈹
お間い合わせは総合センター（公民館）・・姻63－2493へどうぞ
　　　　　　　　　　　老人福祉センター一・・…費63－2520

事
故
響
灘
困
り
の
方

　
　
　
　
　
3
鵜
談
下
さ
い

　
県
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
救

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
一

回
移
動
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ま
た
お
急
ぎ
の
方
に
は
常
設

相
談
所
も
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

移
動
相
談
所

　
場
所
　
十
日
町
市
役
所
　
　
｝
階

　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

　
日
時
　
毎
月
第
二
木
曜
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

常
設
相
談
所

　
場
所
　
新
潟
県
長
岡
総
合
庁
舎

　
　
　
　
一
階

　
　
　
　
（
長
岡
市
四
郎
丸
町
一

　
　
　
　
　
七
三
番
地
二
）

日
時

第
二
、
第
四
土
曜
日
と

祝
祭
日
を
除
く
毎
日

平
目
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
午
後
三
時

士
曜
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
午
前
十
『
時

　　　　；ミ’＼、

＼鳶ズ

　8　　　　　‘』　♂』陶u“』閣一臼■』

　　　　　　　，　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　リ

　1　　　　　　　～

日本語教麟養戒講痙

募集案内
　
最
近
、
県
内
に

住
む
外
国
の
方
々

が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
、
日
本
語
を

学
び
た
い
と
い
う

希
望
を
持
っ
た
人

た
ち
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
語
を
教
え
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
て
勉
強
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
働
新
潟

県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
広
く
県

内
に
日
本
語
を
教
え
る
人
材
を
育

て
る
た
め
、
㈱
ア
ル
ク
と
提
携
し
、

通
信
教
育
の
日
本
語
教
師
養
成
講

座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

特
点
ω
受
講
者
の
中
か
ら
抽
選
で

　
　
　
三
十
人
の
方
に
三
万
円
を

　
　
　
受
講
料
の
一
部
と
し
て
補

　
　
　
助
し
ま
す
．

　
　
②
抽
選
に
も
れ
て
、
補
助
対

　
　
　
象
に
な
れ
な
い
場
合
で
も
、

　
　
　
団
体
割
引
価
格
八
万
五
千

　
　
　
七
百
円
で
受
講
で
き
ま
す
。

　
　
③
受
講
生
の
皆
さ
ん
を
対
象

　
　
　
に
、
研
修
会
を
年
二
回
開

　
　
　
催
し
ま
す
。
受
講
は
無
料

　
　
　
で
ず
．

対
象
十
八
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

費
用
八
万
五
千
七
百
円

補
助
三
十
人
（
抽
選
で
決
定
）

対
象
※
講
座
終
了
時
に
修
了
書
を

　
　
　
取
得
し
、
協
会
の
国
際
交

　
　
　
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

　
　
　
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

補
助
額
一
人
三
万
円
（
修
了
書
を

　
　
　
取
得
後
に
支
払
い
ま
す
）

期
間

万申
法込

平
成
四
年
七
月
十
一
日

～
平
成
五
年
七
月
十
三
日

往
復
は
が
き
に
左
記
の
例

に
し
た
が
っ
て
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
六
月

十
五
日
㈲
ま
で
に
協
会
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
㈲
新
潟
県
国
際
交
流
協
会

　
　
　
新
潟
市
新
光
町
十
六
f
四

　
　
　
　
　
荏
原
新
潟
ビ
ル
三
階

　
盈
（
O
蓋
）
二
八
五
ー
六
〇
二
〇

（
講
座
の
詳
し
い
内
容
と
国
際
交

流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
を
ご
希

望
の
方
に
お
送
り
し
ま
す
。
）

二往復はがきをご使用く．ださい＝

●返信面おもて

囲□□E｝□□

　　　　　ご

本
人
の
住
所

ヲぐ

〕

本
人
の
お
名
前

※裏面には何も書かないで下さい

●往信面うら

日本語教師養成講座申込み

①氏名

②住所（〒を含む）

③昼中連絡可能な電話番号

④年齢

⑤性別

⑥職業

⑦抽選で、補助対象外となった

　場合でも

　　・受講を希望します

　　　　　又は
　　・希望しません

（どちらかをご記入ください）

自
動
華
税
は
・

　
　
も
う
納
め
ま
し
た
か

　
自
動
車
税
の
納
税
期
限
は
六
月

一
日
㈲
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
納
税
で
き
る
窓
口
は
、
新
潟
県

指
定
金
融
機
関
等
に
指
定
さ
れ
た

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
、
県

内
の
郵
便
局
、
財
務
事
務
所
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
十
日
町
財
務
事
務

所
収
税
課
（
五
七
ー
五
五
ニ
ニ
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

野
鳥
の
声
に

　
　
耳
を
傾
け
ま
せ
ん
か

　
第
三
十
六
回
松
之
山
町
探
鳥
会

が
松
之
山
町
の
美
人
林
で
行
わ
れ

ま
す
．

●
野
鳥
集
会
　
五
月
一
二
十
日
ω

　
　
　
　
午
後
七
時
半
か
ら
九
時

　
場
所
松
之
山
温
泉
福
住
館

　
講
師
新
潟
県
野
鳥
愛
護
会

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
公
先
生

参
加
費
無
料

●
探
鳥
会
　
　
五
月
三
十
一
日
㈲

　
　
　
　
午
前
四
時
半
～
七
時
半

　
集
合
　
松
口
神
社
前

　
　
　
　
　
　
午
前
四
時
半

参
加
費
無
料

　
申
込
先
　
松
之
山
町
振
興
課

　
　
（
O
二
五
五
九
－
六
－
三
；
二
）

2



　馨嘱

騰、篶霧

　　　　ボイラー関係免許試験準備講習会

●普通ボイラー溶接士免許試験準備講習会

会　　　　　場 講習期日 時　　間 定員

6月24日㈱ 9：00～17二〇〇

新潟県経協会館（小会議室）
25日休） ／／ 50

（新潟市川岸町1丁目47－3）
26日㈹ ノノ

●一・二級ボイラー技士免許試験準備講習会

級 会　　　　　場 講習期日 定　　員

1
中越婦人会館2F中ホール

（長岡市城内町3丁目4－6）
7月14日（火〉

　15日㈲
　16日休）

50

2
中越婦人会館1F大ホール

（長岡市城内町3丁目4－6）
100

※時間は3日間とも9時～17時

●ボイラー整備士免許試験準備講習会

会　　　　　場 講習期日 時　　間 定員

6月24日㈱ 9：00～17二〇〇

新潟県経協会館2F中ホール
25日休） ／／ 50

（新潟市川岸町1丁目47－3）
26日㈹ ／／

各講習とも

1．受講料会員10．500円
　　　　　　会員外　15，000円

2．申込方法　申込書（役場総務課にあります）に所要事項を記入の上、受講料（現金又

　　　　　　は小為替）を添え、㈲日本ボイラ協会新潟支部（〒950新潟市東万代町1－

　　　　　　30新潟東万代ビル内）宛お申し込み下さい。
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や
め
よ
う

や
め
さ
せ
よ
う

自
動
車
の
不
正
改
造

　
六
月
、
七
月
は
「
不
正
改
造
車

を
排
除
す
る
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。　

人
よ
り
目
立
ち
た
い
か
ら
、
荷

物
を
た
く
さ
ん
積
み
た
い
か
ら
な

ど
の
理
由
で
、
自
動
車
を
不
正
改

造
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
知

ら
な
い
う
ち
に
不
正
改
造
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
そ
の
安

全
性
の
確
保
及
び
公
害
の
防
止
を

図
る
た
め
、
構
造
・
装
置
に
つ
い

て
の
保
安
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な

け
れ
ば
運
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
．

　
ま
た
、
自
動
車
を
改
造
す
る
場

合
に
も
保
安
基
準
に
適
合
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
安
基

準
に
適
合
し
な
く
な
る
よ
う
な
改

造
（
不
正
改
造
）
を
行
っ
た
場
合

　
　
e
差
　
誌
．

は
、
自
動
車
の
安
全
性
の
確
保
を

著
し
く
損
う
と
と
も
に
、
排
出
ガ

ス
、
騒
音
等
公
害
を
発
生
さ
せ
社

会
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．

　
交
通
安
全
の
た
め
に
も
、
地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
も
不
正
改
造

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　　北陸地方3か月予報（6月～8月）

　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年5月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表
【予報の概要】

　梅雨明けは遅く、梅雨期間の降水量は多いでしょう。盛

夏期の暑さはΨ年並みの見込みです。この期間に北陸地万
に接近する台風は1～2イ固でしよう。

【6目の予報1

　樒雨入りは平年並でしょう。オホーツク溜高気圧が現れ、

肌寒い臼が多い見込みです。

【7月の予報】

　梅雨前線の活動が活発で．くもりや雨の日が多く局地的
な大雨のおそれがあります。

【8月の予報1

　太平洋高気圧におおわれ、晴れる日が多いでしよう。前
線が南下し、一時天気がぐずつく見込みです。

天候予報のおおよそのイメージ

6月5月4月

千一一一一一一一一一一　　　　　　千…一一一一一一一一

局地的大雨　　　　　　　主　　　　＿
　　　　　　　　　暑い晴天　一時目Il線南下

　　梅雨明け遅い

梅雨入り　オホーツク海
平年並　　　高気圧

　　　　　肌寒い日多い

広報躍勲豊と：お知らせ版　平成4年5月25E］3



　5月25日～6目11目
暮らしのカレンダー

25（月）

26（幻 村民テニス教室　□村民体育館　（D19：30～22：00

27㈲

28休）

　　　→

29㈹
心配ごと相談日（山本ケン）ロ老人福祉センタ…
（D13二30～16：00

青年学級ゴルフ教室・料理教室開講式　日総合センター
（D19：30～22二〔）（）

30ω 高木杯テニス大会　［1清田山自然運動公園

31（日）

杜
　
倉 俣小運動会　（D9：15～3二〇〇

　高道山小運動会　（D9：00～3：0〔）

1（月
男女雇用機会均等月間　まちづくり月間　農薬危害防止運動実施

月間　水道週間　防災週間　危険物安全週間

2（幻 村民テニス教室　□村民体育館　（D19二30～22：00．

3㈱ 測量の日

4㈲ 歯の衛生週間

5㈹
環境週間

心配ごと相談日（藤田義一）□老人福祉センター
（D13二30～16二〇〇

6ω

7（日） 青年大会予選（津南町）

清津峡小運動会　（D9：00～3二20

8（月）

9（幻

10㈱ 時の記念目

11㈲
入梅
移動交通事故相談所　□十日町市役所　010二〇〇～15二〇〇

※変更する場含があります。こ用の際は確認をお願いしまず。

地球にやさしく
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連　休
六月は祝日のない月α八月もありま

せんが、代わりに夏休みがありますか

ら．六月は連休が期待できない唯一の

月といえるかもしれません。

ところで、日本で最初に連休が登場

したのはいつかご存じですか。

答えは明治八年の四月二日と三日。

この年の三月￥日躍休日が制定され、

四月から施行の運びとなり、記念すべ

き最初の日曜日が四月二日。たまたま

四月三日が当時国民の祝日とされてい

季
節

た神武天皇祭だったために．

当たり前になった現在との隔

世の感、しみじみですね。

の話題

今月の納税と振替日

　
税
料

　
険
険

税
保
保

車
康
金

動
健
年
料
料

自
民
民
育
道

軽
国
国
保
水

■
　
■
　
■
　
■
　
■

（5月25日）

（6月1日）

（5月25日）

（6月1日）

（6月1日）
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